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９

第
一
項
第
一
号
の
配
当
等
の
支
払
を
す
べ
き
内
国
法
人
は
、
当
該
配
当
等
の
支
払
の
確
定
し
た
日
か
ら
一
月
以

内
に
、
当
該
配
当
等
の
支
払
に
係
る
基
準
日
に
お
け
る
当
該
内
国
法
人
の
発
行
済
株
式
又
は
出
資
の
総
数
又
は
総

額
の
百
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
数
又
は
金
額
の
株
式
又
は
出
資
を
有
す
る
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る

非
居
住
者
の
氏
名
、
個
人
番
号
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
作
成
し
、
当
該
内
国

法
人
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
（
当
該
報
告
書
の
提
出
に
代
え
て
行
う
当

該
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
等
（
第
四
十
二
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
い
う
。）の
提
出
を
含
む
。
第
四
十
二
条
の
三
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

10

国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
は
、
前
項
の
報
告
書
の
同
項
に
規
定
す
る
提
出
に
関
す
る
調
査
に

つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
報
告
書
の
当
該
提
出
を
す
る
義
務
が
あ
る
者
に
質
問
し
、
そ
の
者
の
同
項
の

配
当
等
の
支
払
に
関
す
る
帳
簿
書
類
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方

式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機

に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁

的
記
録
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
の
物
件
を
検
査
し
、
又
は
当
該
物
件
（
そ
の
写
し
を
含

む
。）の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
は
、
第
九
項
の
報
告
書
の
同
項
に
規
定
す
る
提
出
に
関
す
る
調
査

に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
調
査
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

12

国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
は
、
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
、
検
査
又
は
提
示
若
し
く
は
提

出
の
要
求
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ

を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13

第
十
項
及
び
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し

て
は
な
ら
な
い
。

14

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
一
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
九
条
の
四
の
二
第
三
項
中「（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の

他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る

情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を

含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
十
条
の
四
の
二
第
一
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
二
年
」を「
三

年
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
二
年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
五
第
一
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
地
方
活
力
向
上
地

域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
（
以
下
こ
の
条
」
を
「
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
（
次
項
及

び
第
三
項
」
に
、「
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
」
を
「
同
条
第
三
項
の
認
定
（
次
項

及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
を
行
い
、か
つ
、

他
の
法
律
に
よ
り
業
務
の
規
制
及
び
適
正
化
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る

も
の
を
行
つ
て
い
な
い
こ
と
。

第
十
条
の
五
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

三
十
万
円
に
、
当
該
個
人
の
当
該
適
用
年
の
地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者
数
（
当
該
地
方
事
業
所
基
準
雇
用

者
数
が
当
該
適
用
年
の
基
準
雇
用
者
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
基
準
雇
用
者
数
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）

の
う
ち
当
該
適
用
年
の
特
定
新
規
雇
用
者
数
に
達
す
る
ま
で
の
数
（
イ
に
お
い
て
「
特
定
新
規
雇
用
者
基
礎

数
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額（
当
該
適
用
年
の
移
転
型
特
定
新
規
雇
用
者
数
が
あ
る
場
合
に
は
、

二
十
万
円
に
、
当
該
特
定
新
規
雇
用
者
基
礎
数
の
う
ち
当
該
移
転
型
特
定
新
規
雇
用
者
数
に
達
す
る
ま
で
の

数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）

ロ

二
十
万
円
に
、
当
該
個
人
の
当
該
適
用
年
の
地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者
数
か
ら
当
該
適
用
年
の
新
規
雇
用

者
総
数
を
控
除
し
た
数
の
う
ち
当
該
適
用
年
の
特
定
非
新
規
雇
用
者
数
に
達
す
る
ま
で
の
数
（
ロ
に
お
い
て

「
特
定
非
新
規
雇
用
者
基
礎
数
」
と
い
う
。）を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
適
用
年
の
移
転
型
地
方
事
業

所
基
準
雇
用
者
数
か
ら
当
該
適
用
年
の
移
転
型
新
規
雇
用
者
総
数
を
控
除
し
た
数
の
う
ち
当
該
適
用
年
の
移

転
型
特
定
非
新
規
雇
用
者
数
に
達
す
る
ま
で
の
数
（
ロ
に
お
い
て
「
移
転
型
特
定
非
新
規
雇
用
者
基
礎
数
」

と
い
う
。）が
零
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
十
万
円
に
、
当
該
特
定
非
新
規
雇
用
者
基
礎
数
の
う
ち
当
該
移
転

型
特
定
非
新
規
雇
用
者
基
礎
数
に
達
す
る
ま
で
の
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）

第
十
条
の
五
第
二
項
中
「
前
項
第
一
号
ロ
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
六
号
中
「
第
八
号
及

び
第
九
号
」
を
「
以
下
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
に
お
い
て
適
用
年
」を「
適

用
年
（
当
該
適
用
年
が
計
画
の
認
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
）」に
、「
お
い
て
当
該
」
を
「
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、

同
項
第
九
号
中
「
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
に
お
い
て
適
用
年
」
を
「
適
用
年
（
当
該
適
用
年
が
計
画
の
認
定
を
受

け
た
日
の
属
す
る
年
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
）」に
、「
お
い
て

当
該
」
を
「
お
い
て
」
に
改
め
、「
も
の
」
の
下
に「（
次
号
及
び
第
十
四
号
に
お
い
て
「
新
規
雇
用
者
」
と
い
う
。）」

を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十
一

特
定
非
新
規
雇
用
者
数

適
用
年
（
当
該
適
用
年
が
計
画
の
認
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
で
あ
る
場
合

に
は
、
同
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
）
に
お
い
て
他
の
事
業
所
か
ら
適
用
対
象
特

定
業
務
施
設
に
転
勤
し
た
特
定
雇
用
者
（
新
規
雇
用
者
を
除
く
。）で
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い

て
当
該
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
に
勤
務
す
る
も
の
の
数
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ

た
数
を
い
う
。

十
二

移
転
型
地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者
数

移
転
型
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
の
み
を
個
人
の
事
業
所
と
み
な

し
た
場
合
に
お
け
る
基
準
雇
用
者
数
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
数
を
い
う
。

十
三

移
転
型
新
規
雇
用
者
総
数

適
用
年
（
当
該
適
用
年
が
計
画
の
認
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
で
あ
る
場

合
に
は
、
同
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
）
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
雇
用
者
で
当
該

適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
移
転
型
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
に
勤
務
す
る
も
の
の
総
数
と
し
て
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
数
を
い
う
。

十
四

移
転
型
特
定
非
新
規
雇
用
者
数

適
用
年
（
当
該
適
用
年
が
計
画
の
認
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
で
あ

る
場
合
に
は
、
同
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
）
に
お
い
て
他
の
事
業
所
か
ら
移
転

型
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
に
転
勤
し
た
特
定
雇
用
者
（
新
規
雇
用
者
を
除
く
。）で
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三

十
一
日
に
お
い
て
当
該
移
転
型
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
に
勤
務
す
る
も
の
の
数
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
数
を
い
う
。

第
十
条
の
五
第
三
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

移
転
型
特
定
新
規
雇
用
者
数

適
用
年
（
当
該
適
用
年
が
計
画
の
認
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
で
あ
る
場

合
に
は
、
同
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
）
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
特
定
雇
用
者
で

当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
移
転
型
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
（
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
計
画
の

認
定
を
受
け
た
個
人
の
当
該
計
画
の
認
定
に
係
る
適
用
対
象
特
定
業
務
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）に
勤
務
す
る
も
の
の
数
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
数
を
い
う
。

第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
中
「
令
和
元
年
か
ら
令
和
五
年
ま
で
」
を
「
令
和
五
年
及
び
令
和
六
年
」
に
、「（
令
和

元
年
」
を「（
令
和
五
年
」
に
、「
国
内
新
規
雇
用
者
」
を
「
国
内
雇
用
者
」
に
、「
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
と

き
」
を
「
当
該
個
人
の
継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
か
ら
そ
の
継
続
雇
用
者
比
較
給
与
等
支
給
額
を
控
除
し
た
金
額

の
当
該
継
続
雇
用
者
比
較
給
与
等
支
給
額
に
対
す
る
割
合
（
第
一
号
に
お
い
て
「
継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割

合
」
と
い
う
。）が
百
分
の
三
以
上
で
あ
る
と
き
」
に
、「
控
除
対
象
新
規
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
」
を
「
控
除
対
象
雇

用
者
給
与
等
支
給
増
加
額
」
に
、「
残
額
）
の
」
を
「
残
額
）
に
」
に
、「
お
い
て
第
二
号
」
を
「
お
い
て
次
の
各
号
」

に
、「
百
分
の
二
十
）
に
相
当
す
る
」
を
「
百
分
の
十
五
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
（
そ
の
年
に
お
い
て
次
の
各
号

に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
合
計
し
た
割
合
）
を
加
算
し
た
割
合
）

を
乗
じ
て
計
算
し
た
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割
合
が
百
分
の
四
以
上
で
あ
る
こ
と

百
分
の
十


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